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ウェアラブル生体センサは，IoTやAIと融合しながら急速に進歩しており，広範な医療応用の可能性
が期待されている．装着者に不快感を与えずに，体の様々な部位へ連続的に装着するためには，デ
バイスの薄さと柔らかさが必要である．有機半導体等の材料も利用した，シート型生体計測デバイ
スの開発と，その利点，さらに臨床応用の事例として，移植された組織を対象とした血流のモニタ
リング等について，研究動向と具体的事例を紹介する．


